
別紙（２）

1 共通事項

（１）図面には①図面の名称、②縮尺、③方位、④凡例を記載すること。

（２）

2 個別事項

下表を標準とする。

番号

1 位置図（1） ① 行政区界 1

② 事業区域界（青色）

③ 許可申請区域（うす赤色の塗りつぶし）

④ 残土処理場

道路等線的なものの場合

① 行政区界

② 許可申請区域（赤色）

③ 残土処理場

道路等の場合で継続的に許可が必要な場合

① 行政区界

② 許可申請区域（赤色）

③ 施工済み区域（黒）

（既許可地の場合は、許可を受けた年月日・
番号を記載する。）

④ 将来計画区域（赤色破線）

⑤ 残土処理場

2 位置図（2） ① 行政区界 1

② 大字界（黒色　－－－　）

③ 字界（黒色　　●　●　●　）

④ 地番界（黒　細実線）

⑤ 地番 2

⑥ 地目

⑦ 保安林界（黄色　太実線）

⑧ 許可申請区域（うす赤色の塗りつぶし）

⑨ 許可申請地の隣接地の地番及び地目

⑩ 公図上の道路（茶色）

⑪ 公図上の水路（水色）

一図面で、２種類以上の「明示すべき事項」が記載できる場合には、兼ねること
ができることとし、図面番号及び図面名称を列記すればよい。

図面の種類 明示すべき事項 注意事項

国土地理院発行５
万分の１地形図を
使用すること。

縮尺は１／５００
～１／２、０００
の範囲を標準とす
る。

ケース１及びケー
ス６は1/5,000も可
とする。

保安林内土地の形質変更行為等許可申請に係る添付図面作成要領



3 事業計画平面図 ① 等高線 1

② 保安林界（黄色　太実線）

③ 許可申請区域（うす赤色の塗りつぶし）

④ 切取、盛土の位置および区分 2

⑤
擁壁、排水施設等代替施設の位置、種
類、規模

⑥ 縦断横断測点および測線

4 面積計算図 ① 保安林界（黄色　太実線） １／５００～１／１，０００

② 許可申請区域（うす赤色の塗りつぶし）

③ 地番界（黒　細実線）

5 縦断図 ① 測点 1 縮尺

② 区間距離

③ 追加距離

④ 地盤高

⑤ 計画高

⑥ 切土高 2

⑦ 盛土高

⑧ 勾配

⑨ 許可申請区域（赤色）

6 横断図 ① 測点

② 切土または盛土高 1 縮尺1/100～1/200

③
現地盤線（土砂：一点鎖線、岩盤：二点
鎖線）

④ 計画地盤線及び勾配 2

⑤ 構造物、法面保護施設等

⑥ 許可申請区域（赤色）

7 土工定規図 ① 地質または土質ごとの切土・盛土勾配 1 縮尺1/100～1/200

（標準断面図） ② 小段の位置、幅、間隔

③ 構造物、法面保護施設等

④ 寸法

8 代替施設構造図 ① 擁壁工、水路工等の種別、寸法 1 縮尺1/100～1/200

② その他構造を表すのに必要な事項

土石等の採掘に
あっては、年度別
掘削断面及び採掘
量計算表を表示す
る。

土石等の採掘にあっ
ては、年度別掘削断
面及び採掘量計算表
を表示する。

縮尺は１／５００
～１／１，０００
の範囲を標準とす
る。

縮尺は１／５００
～１／２、０００
を標準とする。

④、⑤は必要に応
じ任意の色で着色
し、判読しやすい
よう工夫するこ
と。

〔水平〕
1/1,000～1/2,000

〔垂直〕
1/200～1/400


